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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月10日(2010.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホストへの引き続くインプランテーションのためのドナー半月板組織を調製する方法で
あって、
　（ｉ）前記組織を凍結および融解する工程と、
　（ｉｉ）前記組織を低張液中でインキュベートする工程と、
　（ｉｉｉ）陰イオン性界面活性剤を含む低張液中で前記組織をインキュベートする工程
と、
　（ｉｖ）工程（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を繰り返す工程と、
　（ｖ）少なくとも１つのヌクレアーゼ酵素を含む溶液中で前記組織をインキュベートす
る工程と、
　（ｖｉ）酸化剤を用いて前記組織を洗浄する工程と
を含む方法。
【請求項２】
　工程（ｉ）の前または工程（ｉ）の後に、緩衝溶液中で前記組織を超音波処理する工程
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記半月板が同種異系ドナーまたは異種ドナーの膝関節由来の内側半月または外側半月
の全体または一部を除去することによって得られ、任意選択的に前記ドナーがヒトまたは
ブタである、請求項１または２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記凍結および融解する工程が－１０～－８０℃の間で組織を凍結する工程を包含し、
前記凍結する工程が任意選択的に２～２４時間にわたり、引き続く前記融解する工程が任
意選択的に前記組織が解凍されるまで２、３または４時間にわたる、請求項１～３のいず
れかに記載の方法。
【請求項５】
　前記凍結および融解する工程が、低張緩衝液の非存在下で少なくとも１回以上行われ、
前記組織が低張緩衝液中に浸されるとき１回以上繰り返され、任意選択的に、前記低張緩
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衝液がｐＨ８．０の１０ｍＭのＴｒｉｓ溶液であり、ＥＤＴＡおよびアプロチニンを含む
、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　工程（ｉｉ）の低張液でインキュベートする工程が、徐々に上昇する温度での２段階の
低張液での洗浄を含み、陰イオン性界面活性剤をさらに含む低張溶液中で前記組織をイン
キュベートする工程を包含する第３段階のインキュベーション工程を任意選択的にさらに
含み、前記インキュベーションが任意選択的に１～３日にわたり、前記インキュベーショ
ン温度が前記第２段階のインキュベーション工程の温度を任意選択的に上回る、請求項１
～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記インキュベーション工程の後にキレート剤を含む緩衝液中で前記組織を洗浄する工
程をさらに含み、前記緩衝液が任意選択的にＰＢＳであり、前記キレート剤が任意選択的
にＥＤＴＡである、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　１つ以上のヌクレアーゼ酵素を含む溶液で前記組織をインキュベートする工程が前記反
復インキュベーション工程の後に続いている、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　酸化剤を用いて前記組織を洗浄する工程における前記酸化剤がペルオキシ酢酸（Ｃ２Ｈ

４Ｏ３）または過酢酸（ＰＡＡ）であり、前記ＰＡＡの濃度が任意選択的に０．０１～０
．５％（ｖ／ｖ）の範囲である、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　酸化剤の存在下における前記組織の洗浄する工程の後に、漸減する温度でのＰＢＳ中の
多段階インキュベーション洗浄の工程をさらに包含する、請求項１～９のいずれかに記載
の方法。
【請求項１１】
　ホストへの引き続くインプランテーションのためのドナー半月板組織を調製する方法で
あって、
　（ｉ）緩衝溶液中で前記組織を超音波処理する工程と、
　（ｉｉ）前記組織を凍結および融解する工程と、
　（ｉｉｉ）低張液中で前記組織をインキュベートする工程と、
　（ｉｖ）陰イオン性界面活性剤を含む低張液中で前記組織をインキュベートする工程と
、
　（ｖ）工程（ｉｉｉ）および（ｉｖ）を繰り返す工程と、
　（ｖｉ）少なくとも１つのヌクレアーゼ酵素を含む溶液中で前記組織をインキュベート
する工程と、
　（ｖｉｉ）前記組織を酸化剤で洗浄する工程と
を含む、方法。
【請求項１２】
　移植組織としての使用のための請求項１～１１のいずれかに記載の方法によって得られ
る半月板組織を含む生成物。
【請求項１３】
　移植組織としての使用のための請求項１～１１のいずれかに記載の方法によって得られ
る半月板組織。
【請求項１４】
　半月板組織の中央領域における細胞の非存在（１００％）または実質的な非存在（９０
％）によって特徴付けられる請求項１２または１３に記載の半月板生成物。
【請求項１５】
　０～２０ｎｇ／ｍｇの間のゲノムＤＮＡ（ｇＤＮＡ）含量によって特徴付けられる請求
項１２または１３に記載の半月板生成物。
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